
関西電力株式会社納PR-2型槻送電流装置

Carrier Cllrrent Eqllipment Type PK-2

for Carrier Protective Relay Set,

この装置ほ新北 幹線(275kVl回線､成Ⅲ

本間90.761くm拍二様々地)の系統安定向上のため三相なら

麗に単相再閉路を行う送 線保 電継護 装置に併柑する搬

送電流装置であって日立製作所戸塚工場に於て製造され

4月末日立国分分工場に於ける工場立会 験ほ好成績を

もって完アL.､日立研究所に於ける模擬送電線を使用し

た結合組

この

周波数

合せ 鹸も終り､それぞれ現地へ発

置は狭帯域水晶
甘伊波儒町∫H

･
‥
‥
∵

された∴

‡を使用した非変調単

受信方式む抹用しているし装置の構成は高さ

2,350mm,幅520mmの標準鉄架2架より成り､両面

実装であるが新夏木端局の幅ほ700mm の鉄架を使用

している∴現用機に対しそれぞれ予備装置な実装し丁一動

にて簡易に切換えられるく1また手臥自動点検用継 器

を実装t/､常時監視できる構成なので安定なる運転かで

きるu第l図ほこの某置の外観である(ノ

この装置の大略の性能ほ下諾しtの通i)である,J

ぐrl)施

し2ノ 出

し~3ノ 歪

方式 非変調単一周波狭帯域送受信一方式

力 装置出力端子に於て10W

率 置拇力端子に放ける高調波分絶

対レベルほ-40d†-以~F

(.4~ノ 亡I与人力インピーダンス 7nβ±10%以内

｢5ノ 最低受爪レベル 昔人力端子にてOdl-

(′6)受信感度調整範囲
3dl-×10

し7ノ)受†.i機の過負荷 十40dhの人力に対し過負荷

またほ異状現象を生じないこと

し8ノ 声に輝波器

人力インビ←ダンス 7nJ∋±10%以内

菜 損 失 2dh以下

有効減衰量15dh以上し±101{Cに於てノ

(_9ノ 受†ii礪波轟

人力インヒ∴一ダンス 70J2±10%以内

崇 損 失10dl-以下しし150ごゥに於てJ

有効減衰量 60db以上U二1】ミCに於てJ

ビルトアップダウン 4InS以内

最大入力 十30db

便絹周波数 2101くC
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憲第1図 搬送保護継電器用 PK･-2 型搬送電

流装置

Fig.1.Carrier Current Equipment Type

PKq2CarrierProtective RelaySet

(10ノ 源
一単相二交流60ニー,200Vオールエリ
ネ一夕

し11｣ラ別室≡回路

(イノノ真峯管回路電流電圧の測達

しロノ 測定用レベルメ←-グー(_150】(C-3501(C

-一卜45dI-～-30dl)の範囲､偏差0.5dt)

以内､謹差0.1dl-以内ノ

し】_2ノ警 担_=洛

(イノ 可熔片断線時

(ロノ 陽極並びにバイアス電源降下時

し13.)温度範囲 【10■ノC～-ト40′C

し14J部 品

(イノ ∴ 陽極回路ほDtC.2,000V,そ

の他の回路はD.C.1,000V30分間に

耐えること

(二戸ノ真率管 整流管な除き通信管を使嗣す

ること

-
-

‥ 流誤 電流容量ほ規定値の5倍､

庄ほ2借の容量のものを位相すること

し15_J耐圧試験 組立完丁後の陽極回路はⅠ).C.

1,500V30分間に耐えること､そ
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の他の回路ほD･C･750V30分間

に耐えること

(16)附属晶予備晶 一式

名古屋鉄道株式会社納

200Mc､FM多重無線電話装置

200AIc-F】Ⅶ Multi-ChannelRadio Set

かねて日立製作所戸塚工場に於て製作中の名古屋鉄道

株式会社網入の同社名古屋掟草間約301くmに使用する

200Mc-FM多蚕無線

の3通話路搬送

いたが､線路が

した｡これは己納

話端局装置が上記区間に使用せられて

車線に 架せられてあるため雑音多く､

通話に支障を来すことがあること､及び風水害による線

路障害を防止するためにほ無線回線による方が良いとの

結論から計画せられ打田n26年11月に目立でこの伝播試

験を行い回線設計の基礎資料を待ていたものであって民

間の200Mc多重無線電話装置としては初めてのもので

ある⊂

今回完成したものはこの3通話路搬送電話端局装置を

利用し､搬送3通話路と音声1通話路合 4通話路の多

重回線であるが､無線装置の方はこのまゝで更に搬

通話路を垂重し合計7通話路の多重回線となし得る設

になっている｡

己納搬送電話端局装置を利用する/'二め､無線装置との

按

てi

を行うのに有線無浪接続装置を設置L､これによつ

時振幅制限を行い､無線遥有機の過変調を防止し､

且つ叉芳一一無線回線故障の場合にほ一挙動で有線回線に

切換え得るよう酉封 してあるし

叉木装置にほ日立独特の付右目変調回路カミ用いてあるた

め送信機逓倍数ほ通常96逓陪を朴､ねば必要な周波数

第2図 200Mc･→FM多重無線電話装置

Fig.2.200Mc-FM Multi-ChannelRadio Set

評 論 第35巻 第8号

偏移が得られぬ処を48逓信で得ている｡このため不正

棺射等ほ1/2となり回線設計上甚だ有利である｡

本機の概要を示せほ次の如くである｡

1.外形寸法

無線装置 幅600mm 奥行450Ⅱ1m

高さ1,600mm

有線無線接続装置 隔520mm高さ2,000mm

2･通話路数 音声を含めて実装4通話路､容量7

通話路

3.位相周波数 名古屋側送信192･28Mc

肢草側送信196･96Mc

力
‥.ト

機信 30W

5.占有帯域幅180kc以内

6.送信機逓倍数 48

7.受信機入力 50/`V

8.受信機樺域幅 3dl一倍下で180lくC以上

9.対向特性 送受信機せ近接対向せしめ､受信機

入力を500/上Ⅴ とし､送信機変 入力Odゎに

て送出､受信機出力をOdt} としたとき綜合

S/N=50dl-以上､歪

10.使用真峯管

ほ45d†l以下

送信機 6SD7-GT5本 6AC7LGT2本

6V6→GT,UY-807,KO-522A各1本

2B292本 合計12木

受仁機 6AK55本 6AC7LGT2本

6SH7-GT7本 6SA7-GT,

6fI6-GT,6SL7～GT,6V6qGT

KX-5Z3各1本･合計19本

石諌無線接紆装置1通話路につき6SL7-GT

第3国 有 線 無 線 按 ･.†_■

司皿 装 置

Fig.3.Seven ChannelTerminalBay for the

200McqFM Multi･Channell‡.adio Set

Jト

●
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6H6-GT各1本

11･電源設備 非常時用としてガソリン機関直結の

2kVA交流発 機を準備L､これにより已設搬

電話端局装置ほ勿論､有線無線接続装置､無

線装置並びに非常燈等に 源を供給する.)

12･空 rlコ 練 空中線には4素子八木墨中線を 受

信別々に設け､名古屋側ほ地上40m,肢阜側

ほ地上25Inであるし

53 年 型】Ⅷl無 線 機

Deb11t OfⅡitachi's'53Style

VEF/FM Radio Telephone Equipment

日立製作所戸塚工場でほ先に150Mc通信周波数帯の

PM-111型及びPF-111型､PF-121型超短波FM無線

電話装置を製作し､現在各方面に於て大いに活 してい

るが､故に1953年塾150McFM無線電話装置として､

より一層高性能且つ小型軽量で 源消費量の少ない日立

SEFq501費!50W国憲局用無線電話装置及び目立SEM--

251型25W移動局傾無線電話装置の量産に成功し既に

神奈川県け､東北電力､横浜市警に納入されて好評を得

ているのでこれを紹介するし

本装置ほ ⅤⅠ▼lF通信周波数148-157Mc の1周波

で通信する水晶制御周波数変調無線 話装罠であって､

SEM-251型25W移動用装置は第4図の如き構成で､

日動単に装備して悪路を走りながらも賓遣な通話を行え

第4図･SEM-251型150Mc-FM無線電話装

置の外観

Fig.4.Type SEM-251,150McqFM Radio

TelepllOne Equipment(Mol)ile

StatiorlUse)

第5図 SCM-1型移動用制御器外観図

Fig.5.Type SCM-1,Mobile Station

Contro11er

るように､特に耐

ぴに高湿度な場所て

1267

性を考えて設計製作され､高低温並

動中にも機器ほ異常なく安定な通

信を行うことができる｡又頁量､床面積も第l表(次頁

参き粗)の如く小型凝量化されたため乗用車､ジープを無

線車として容易に使用することができ､又船舶用超短波

無線機として使用するにも最適である｡森機の操作は第

5図のSCMql塾移動用制御掛こより行う｡SEFq501型

50W国道局用装置ほ第`図の如く床上自立型筐体に装備

されているため動作状態のまゝで各部の点検ができる｡

装置の動作状態は計器艦上のメーター及びパイロット

ランプにより監視でき､叉木機の操作はすべて第7図の

SCfし1型固定用制御器上のスイッチ､ 鍵を操作するこ

とにより容易にできるので本機の取扱いほ極めて簡単で

保守も容易である｡

SEⅣト251型25W移動 用装置を6V蓄電池電源に

第6図 SEF-501塾150㌫Ic→FM無線電話

置の外観

Fig.6.Type SEF-501,150Mc-FM Radio

Telephone Equipment(Fixed

Statjon Use〕

算7図 SCFll型固定局用制御器外観図

Fig.7.Type SCFA-1,Fixed Station Controller
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第1表 機 器 の 寸 法 重 量 表

Tablel.Dimension and WeightofComponents

括孤内は旧型の PM-111型､

を示すハ

PF-121塾の寸法重量

より使用するときの所要電力は下記の通りである｡

受 信･時 24A以下

受信待受時 22A以下

送 信 時 45A以下

叉SEfL501型50W固定局偏装置は交流50又ほ60～,

100又は200V電源を用い､下記の電力を必要とする｡

受 信 時 220W

受信待受時 210W

送.信 時 4501Ⅳ

本戦の完成により日立のYHF/FM無線電話装置が各方

面の業務連絡用通信その他に感々活用されることを期待

している｡

発電機巻線保護用新型高速度保護継電器完成
笠置発電所人工故障試験に好成績を収む

New High Speed RelaysforGemerator

Winding Protection Completed and

SatisfactoryResultoftIleArti丘cial

Fadts Test at EasagiPower

Station Obtained

発電機巻線故障の保護局として最近故障を早期に発見

し損告を最小限に止めるために療度が鋭敏で動作の確実

な高速度保護継電器が要求されている-､この要求に応じ

て日立製作所に於ては今回従来の 導円柱矧･こ代り誘導

環塾を採用､動作の高速度化により生ずる過渡時の誤

作防止に特に留意してKY塑高速度比率差動電流継電器

(第8図)､KGY塾高速度比率差動接地継電器(第9図工

及び∵KG塾ⅩQC式高速度接地電圧継電器を完成した･｡

相聞短絡及び層間短絡故障の保 にはKY塾継

用し巻線の1ターン短絡を鋭敏に検出動作させ､

器を適

接地故

第8図

Fig.8.

KY型高速度比率差動電流絆電器

Type KY tIigh Speed Ratio

DifferentialCurrent Relay

弟9囲 KGY型高速度比率差‥動接地髄電器

Fig.9.Type KGY High Speed GroundRelay

障の保護は発

KGY型継

機中性点100A抵抗接地方式の場合は

器､中性点柱上変圧器接地方式の場合はKG

塾ⅩQC式継電器をそれぞれ適用し巻線の95%のす呆蕗

範囲を確保させ端子接地の際は1･5亡､,程度の高速度動作

をするように設計してある..

去る5月2日から4日間に亘って行われた関西電力､

笠置発

の新丑l

所に於ける発 磯巻除人工故障試験にはこれら

電器をもって参加し別表の如く極めて優秀な成

績を収めた｡この度の試験は昨年4月実施された関西電

力､御嶽発 所に於ける人工故障試験と同様であるが､

前回の試験に於てほ継電器の感度試験のみに偏し実際の

使樹状態と異る所があり再度この種の試験の実施が要望

されていたのである丁今回の笠置に於ける試験は昨年同

様関西電力株式会社と電力中央研究所の主僻のもとに､

日立､東芝､三菱､富士の他明電舎が新たに参加した｡

試験方法は前回の経験にかんがみ先ず発電機外部の短

絡､按地､変圧器の 荷励磁等による継電器の誤動作

試験を行い実際の催用状態に整達した後藤匿試験を待つ

た｡接地試験は発 機中性点64J2100A抵抗接地方式

■･

1■
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及び柱上変圧器接地~方式について行い､巻線の出力端子

側から､0%,85%,90%,95%の点の接地につき､又

層間短絡試験は巻線の4ターン､1ターン短絡レこついて

行われた｡

保護方式としては接地故障にほCT3次と組合せ､按

地電流による附勢効果を与えた比率差動

し､層間組絡故障には本発電

流方式を採用

星型結線であるた

め広く採用されている二重星曹!結線の保護方式に代り､

各相につきCT､3箇と継電器2箇~を組合せた独特の上

差動電流方式を用いたJ試験結果は別表の通りである｡

これらは何れも外部敵陣による厳密な誤動作

格した実際の使絹状態に於ける成

リ新型高速度継電器の

験に合

であるい本試験笹よ

秀な性能が実証されたことは発

電機巻線故障保儀匿対する信頼度せ益々高めるものであ

る｡

試 験 結 果
一 覧 衷

-･ヽ ･-

-
､
-

---- -
- -い -い ･-

-
----､= ､‥･■･---t-､----､--

-■･--■●■､､-■ ●----t■

幾度か危機をほらんた朝鮮戦乱に終L卜符かうたれ､2

カ年にわたる停戦~交渉の後漸く休戦朋印かすみ､一一一応件

界平和への前奏曲ほ萎でられたか､戦争の原因となった

複雑な政治閉経か未解決である以上､今後の事態ほ簡単

でほない.ン

亦我国でも7年間紛糾を けた只見川の電源開発問題

が解決~し､今秋第1期工事に着工することゝなったのは

御同慶の至りたが､問題は完成後の 力分酉己に残されて

いる｡

☆

本誌ほこゝに電源開発の秋を迎え､｢人力発電機器し別

冊No.4′)｣｢7.k力発電機粟(_別冊No･5′り両特集号を矢

継早やにl■･り行して､戦後に於ける日立技術の成果を江湖

に問わんとする計画であるし.詳細ほ本号一千苦し第88豆､

第106頁〕を参照御期待~~Fさいし
☆

本号は巻頭に東電潮田P･S･用磯掛こ関する4論文を襲

め､戦後の我国火力発電技術に大きな貢献をもたらし■た

葺肝死の結果を発表した他､寒冷地の無人発電所で行われ

たi】東電白根P･S･に於ける耐氷雪 験ム｢高速エレべ-

タの着床の改善｣はVol･34,No･10に発表した｢高級

エレベータの制御に就いて｣の後敵ごあり､エレベータ

の生命線である着床開設を扱った論文である｡

倍､一一家r･言欄匠は学士院会員俵国一党生から｢偶感｣

を賜ったし82才の御高齢､嬰轢として多年研鎖される先

生か､本誌と

因縁深き故小

平浪平翁(日

立製作所前社

長)との想い

出を語られた

異色ある珠玉

篇であるし

近く本什か

ら一光生の｢日

本刀の科学的

研究｣を出版

する.-｣何卒本

文とともに御

愛読頂きたい

名著であるr-,

(寺沢生)

広告取扱店 中央区新富町2丁目16番地 電話築地(55)9028番 広 和 堂




